
25 

 

 

 

 

 

 

 

１ 単元の構想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【指導観】 

 

 

  

本単元では，単元のゴールを「文章や図，日常生活の場面から，基準量を見いだしてかけ算を活用する
ことができる」ことと設定する。 
指導にあたっては，第一次では，被乗数が大きくなっても，「乗数が１増えれば積は被乗数分だけ増え

る」という性質が成り立つことを理解し，アレイ図でかけ算九九を構成し，かけ算の意味の理解を深めて
いく。第二次では，乗法と加・減法の複合問題，第三次では，かけ算を活用して個数を求める問題を扱う。
いずれも文章や図から基準量を見いだし，かけ算を活用する力を養うことがねらいとなる。 
本時は，L 字などに並んだものの数を，同じ数のまとまりに着目して，かけ算を使い，より速く正確な

方法を考え求めることができることをねらいとする。本時の指導過程は次のとおりである。まず，L 字型
に並んだ形の中から，かけ算で表せる部分を見いだし，前時で学習した乗法と加・減法を組み合わせた問
題を想起させ，同じように立式して問題を解くことができないか見通しを立てる。次に，自力解決では, 
「一つ分」と「いくつ分」が分かるようにワークシートに書き込ませ，自分の考えを整理しながらかけ算
への理解を深める。そして，集団解決では，大きく２つのまとまりを見付けて計算する方法と，たくさん
の小さいまとまりに分けて計算する方法とを比較させ，どのような解き方が速く正確にもとめる方法なの
かを話し合わせる。適用問題では，日常生活の場面の中から問題を出すことにより，自らが数の「まとま
り」を見いだし，数を数える際に乗法の考え方を進んで活用しようとする態度を育てていきたい。 

 

 
 

 

 

 

【児童観】 

レディネステストの正答率は右のとおりである。本学年の児童は， 

ものの数を二つずつ丸で囲むことは９４％ができている。しかし，その 

二つずつの組がいくつあるかを答える問題の正答率は７６％であった。 

誤答１９名のうち１２名の児童が組の数を答えずに答えを「２」として 

いた。また，全体の数は９６％の児童が正答であった。このことから，同じ数ずつのまとまりを作ること

や全体の数を求めることはできるが，「いくつ分」の理解が難しく，「一つ分」の数と混同しやすいことが

分かった。そこで，本単元では，「一つ分」と「いくつ分」とが混同しないように問題場面が具体的にイ

メージできるようにする必要があると考える。 

【単元観】 

  本単元は，学習指導要領第２学年の内容「Ａ数と計算」の内容 (３)ア（ア）「乗法の意味について理解
し，それが用いられる場合について知ること」（イ）乗法が用いられる場面を式に表したり，式を読み取
ったりすること」（エ）「乗法九九について知り，１位数と１位数との乗法の計算が確実にできること」イ
（イ）「数量の関係に着目し，計算を日常生活に生かすこと」を受けて設定したものである。 
本単元は，アレイ図を用いて６～９・１の段を構成したりかけ算を使って問題を解いたりすることがで

きるようになること，また，乗法と加・減法の複合問題を扱う中でかけ算を活用したり生活の中で生かし
たりすることができるようになることをねらいとする。前単元では，一つ分の大きさが決まっているとき
に，そのいくつ分かに当たる大きさを求める場合に乗法が用いられることや，５，２，３，４の段の九九
を構成する過程で，乗数が１増えると積は被乗数分増えるという性質があることを学習している。本単元
では，アレイ図から，被除数が大きくなっても「乗数が１増えれば積は被乗数だけ増える」という性質が
成り立つことを理解し，九九を構成していく。そして，乗法と加・減法を組み合わせた３要素２段階の問
題や L字に並んだものの数を求める問題を，同じ数のまとまりに着目してかけ算を用いて考える。これら
の学習を通して，かけ算を積極的に活用したり，生活の中で生かしたりする力を養っていく。 
 
これらの学習は， 

 

 

  かけ算（２） 

             第２学年 「Ａ数と計算」（３）乗法（全１３時間） 

 

算数 呉市立荘山田小学校 指導者  村川 広子 

単元名 

２年１組 ２７名 

内容のまとまり 

      かけ算を使って，速く 正確に 数を数えるこつは どんなことだろう。 
単元を貫く 

問い 

大きく二つのまとまりで答えを求めたものと，たくさんの小さなまとまりを使って 

答えを求めたものを比較することで，より速く正確に求める方法を理解させる。 

問題① ２つずつ丸で囲む  94％ 
問題② ２つずつの組が 

いくつできたか   76％ 
問題③ 全部の数を求める  96％ 

 
  学び合いの種（学びを深めるしかけ） 
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２ 単元の目標及び評価規準 

（１）単元の目標 

○ 乗法の性質について理解し，乗法の感覚を豊かにするとともに，その計算を身に付けることができ

る。                                     

○ 乗法の数量の関係に着目し，必要に応じて図などを用いて計算の仕方を考えたり，日常生活に生か

したりすることができる。                        

○ 乗法に進んで関わり，数学的に処理したことを振り返り，数理的な処理のよさに気付き生活や学習

に活用しようとしている。                   

 

（２）単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

① 乗法に関して成り立つ簡単な

性質について理解し，乗法が用

いられる場面を式に表したり，

式を読み取ったりすることがで

きる。 

 

① 数量の関係に着目し，計算の

意味や計算の仕方を考えたり，

計算に関して成り立つ性質を見

いだしたりしている。 

② かけ算の性質を活用して，計

算を工夫したり計算の確かめを

したりしている。 

① 乗法に進んで関わり，数学的

に表現・処理したことを振り返

り，数理的な処理のよさに気付

き，生活や学習に活用しようと

している。 

 

 

３ 指導と評価の計画（全１３時間） 

 時
間 学 習 活 動 知 思 態 評価方法（観点） 

第
一
次 

１ 

・ 既習のかけ算の九九をアレイ図でつくり，単元の課題を

捉える。 

 

 

・ アレイ図や九九のきまりを使って，６の段の九九を構成

する。 

  

 

 

 

① 

 

 ・ワークシート 

・発言（思） 

第
二
次 

２ ・ ６の段の九九を用いて，適用問題を解く。 ①   ・適用問題（知） 

３ ・ ７の段の九九を構成し，その唱え方を知り，練習する。  ①  ・適用問題（思） 

４ ・ ７の段の九九を用いて，適用問題を解く。 ①   ・適用問題（知） 

５ 
・ これまでの学習をもとに８の段，９の段の九九を構成し

その唱え方を知り，練習する。 

 ①  ・適用問題（思） 

６ ・ ８の段の九九の唱え方を練習し，適用問題を解く。 ①   ・適用問題（知） 

７ ・ ９の段の九九の唱え方を練習し，適用問題を解く。 ①   ・適用問題（知） 

８ 
・ 基準量が１のときのかけ算の意味を理解し，１の段の九

九を構成する。 

 ①  ・適用問題（思） 

９ 
・ 絵を見て，基準量が何かを見付けてかけ算になる問題を

作る。 

  ①  ・適用問題（態） 

１０ 
（れんしゅう） 

・練習する。 

①    ・練習問題（知） 

第
三
次 

第
三
次 

第
三
次 

 
 
 
 
 

１１ 
・ 乗法と加法，乗法と減法が組み合わされた３要素２段階

の問題を解く。 

 ②  ・適用問題（思） 

１２ 
・ 同じ数のまとまりに着目して，L 字などに並んだものの

数を，かけ算を使って求める。【本時】 

 ②  ・適用問題（思） 

単元を貫く問い  かけ算を使って，速く 正確に 数を数えるこつは どんなことだろう。 
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４ 本時の目標 

○ L字などに並んだものの数を，同じ数のまとまりに着目して，かけ算を使い，より速く正確な方法を

考え求めることができる。（思考・判断・表現） 

                                    

５ 評価規準（目指す児童の姿） 

 

 

 

 

 

 

 

６ 学習の展開 

 
学習活動 指導上の留意点 

評価規準 

【評価方法】 

課

題

発

見 

 

 

 

 

 

 

１ 本時の問題

を知る。 

 

２ 問題場面を

つかむ。  

 

 

３ 本時のめあ

てを設定する。 

 

 

４ 見通しをも

つ。 

 

 

 

・ かけ算忍者の学園長から，挑戦状が届いたことを知らせ，

学習意欲を引き出させる。 

 

 

 

 

 

 

・ 前時の学習で，かけ算の部分を見付け，乗法と加・減法を

組み合わせる考え方を用いて問題を解いたことを想起させ

る。 

 

自

力

解

決 

５ 自力解決を

行う。 

 

   

・ 「一つ分」と「いくつ分」が分かるように，図と式と言

葉でワークシートに書き込ませる。 

・ 一つの計算方法で解決できたら，他の計算方法も考えさ

せる。 

・ 自力解決が難しい児童や他の考えを知りたい児童には,立 

ち歩いて友達の考えを知る時間を設ける。 

     

集

団

解

決 

 

 

 

 

 

６ 考えを交流

し，課題を解決

する。 

（伝え合いの場） 

 

 

      

 

 

・ 友達が考えた式から，どのような考え方をしたのか，図

を使って説明させる。 

①縦に分ける方法 

②横に分ける方法 

③全部から部分を引く方法 

 

・ それぞれの方法をネーミングしながら，考え方を整理する

する。 

・ 同じ数ずつの「まとまり」に目を付けて，かけ算を使っ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１３ 

・ 学びのまとめをする。 

・ かけ算を使って速く正確に答えを求めるこつをまとめ,

単元を貫く問いに対する自分の答えを考える。 

  ①  ・ワークシート 

・振り返り（態） 

めあて  数がきちんとそろっていない時も 

かけ算をつかって もとめられるかな。 

A 十分満足できる状況（思考・判断・表現） 

 乗法と加・減法を組み合わせる考え方を用いて，３通りの考え方を使い，答えを求めている。 

 

B 満足できる状況（思考・判断・表現） 

 乗法と加・減法を組み合わせる考え方を用いて，答えを求めている。 

 

  

 

 

 

思判表 

はこの 中に チョコレートは 何こ ありますか。 

 

 

● ● ● ● ● 

● ● ● ● ● 

● ● ● ● ● 

● ●    

● ●    
 



28 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 大きく２つ

に分けて考え

るやり方で答

えを求めるこ

とのよさを話

し合う。 

（学び合いの場） 

 

    

 

 

 

 

て考えれば，L字型に並んだものの数を求めることができ

ることをおさえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 小さく分ける考え方を提示することで，先に出した３つの

方法のよさを考えさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ま

と

め 

８ 学習のまと

めをする。 

 

 

  

適

用

問

題 

９ 適用問題を

解く。 

 

 

 

 

 

① あめは全部で何こありますか。かけ算をつかってもとめま

しょう。 

② 絵は全部で何まいありますか。かけ算をつかってもとめま

しょう。 

③ 牛にゅうは全部で何パックありますか。かけ算をつかって

もとめましょう。 

④ ジュースは全部で何本ありますか。かけ算をつかってもと

めましょう。 

⑤ グミは全部で何こありますか。かけ算をつかってもとめま

しょう。 

 

・ 乗法と加・減

法を組み合わせ

る考え方を用い

て，答えを求め

ている。 

【適用問題】 

振

り

返

り 

10 本時の学習

の振り返りを

する。 

 

    

 

 

 

 

 

（振り返りの観点①友達の考えを聞いて分かったこと） 

○ 今日の授業で友達の考えを聞いて分かったことは何です

か。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小さく分けて考える方法を，３つの方法と比べてみましょう。 

学び合いの種（学びを深めるしかけ） 

（予想される児童の意見） 

・ ３つのやり方は，大きく２つに分けているが，村川さん

のやり方は，小さくわけてあるので，分かりにくい。 

・ 村川さんのやり方は，式がたくさんあって，計算間違い

しやすい。 

（予想される児童の意見） 

・ 同じ数ずつのまとまり見つければ,かけ算で答えを求

めることができることが分かった。 

・ 分けたり，全部からひいたりすると，正しく答えを求

めることができるということが分かった。 

・ 式が少ない方が，速くて間違いが少なく計算ができ

る。 

まとめ  きちんとそろっていなくても，かけ算であらわすことが

できるぶぶんを見つけて考えることができる。 
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７ 板書計画 

  

 

 

 

 

８ 適用問題 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       あめは ぜんぶで 何こ ありますか。 

かけ算を つかって もとめましょう。   

（         ）作せん 

 

 

 

 

 

 

     しき 

                          

 

答え（       ） 

 

 

 

      

      

      

      

      
 

かけ算でもとめるぶぶんを見つける  大きく分ける 
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１ 基本情報 

学校名 呉市立荘山田小学校 

中学校区で育成を目指す資質・能力 知識・技能  思考力・判断力・表現力  主体性 

日時・学年・学級〔児童生徒数〕 １１月１５日（水）５校時 ２年１組〔２７名〕 

教科等・単元（題材名） 算数科・かけ算（２） 

授業者 村川 広子 

参観者  

２ 授業評価表 

 目指す児童・生徒の姿 
本時における 
児童の姿 

評価とコメント 
A：充分満足できる 
B：おおむね満足できる 
C：努力を要する 

１ 

【自分の考えの表現】 
児童は，課題に対して自分の

考えをもち，論理的に表現して
いる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

学習活動５ 
前時の既習事項を生かし，図

と式と言葉を関連付けながら自
分の考えをかいている。 

〔   〕 

２ 

【他者との考えの交流】 
児童は，友達との話し合いや

協働を通して，自分の考えを深
めている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

学習活動７ 
どんな分け方をすれば「はか

せ」になるのか（かけ算のよさが
生かされるか）を話し合ってい
る。 

〔   〕 

３ 

【学び方の選択・学習の調整】 
児童は，（単元の様々な場面

で）デジタル機器を活用し，自
らの学び方の幅を広げている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

学習活動９ 
 ワークシートにしっかりと考
えを書き込み，それを写真に撮
ってロイロノートで提出する。
それぞれの考えの把握と共有に
役立てている。 

〔   〕 

 

片山中学校区「学びの変革」授業参観シート 


